




Author(s)梅原, 広明; 谷川, 清隆


















合､十分小さな正数 Icがあって､慣性モーメントIが I(i)<Icとなれば limtーCJ(i)-∞

















の距離とするo 一般の平面問題は3自由度系で､qlは質点 m2とm3との距離とする. q2,q3





(q,･,p,･,i)- (4,･,i,.,t～); q,･- rqi, p,.- r-1/2卓,I, di- r3/2df･ (1)
McGehee(1974)は､スケーリング定数 rの替わりにr(i)-J両 とおいたo以上の変換は､位
相空間を次のように変形させる｡配位空間内では原点を高次元多様体に膨らませ､運動量空間内
















































































図 3:補遺 Aの証明 図4:定理 1の証明
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